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 はじめにはじめにはじめにはじめに 

  

 日本には、明治中期まで 2種類のオオカミが生息していた。それは、北海道に生息していた 

エゾオオカミ（canis lupus hattai Kishida,1931）と、本州、四国、九州に生息していたニホンオオ 

カミ(canis lupus hodophilax Temminck,1839)である。両種とも今は絶滅して、その雄姿を剥製 

標本でしかみることができない。エゾオオカミの剥製標本は、現在、北海道大学北方生物園フ 

ィールド科学センター耕地園ステーション植物園に 2体存在しており、観覧することができる。2 

体のうち、立っているのが雄で、座っているのが雌といわれており、明治初期に捕獲されて作 

製されたものである（図 1）。エゾオオカミが絶滅した原因として、人の手による狩猟圧と毒殺、 



さらには数度の大雪によるエゾオオカミの餌であったエゾシカの個体数の激減があげられて 

いる〔1〕。明治初期には、十勝、日高、石狩の各管内に多く生息していたとされるが、北海道開拓 

が進むにつれて牧畜業が盛んとなり、家畜を襲う厄介者としてエゾオオカミの駆除が開始さ 

れ、毒物として硝酸ストリキニーネが使われ多くの頭数が毒殺されたことは有名である。また、 

エゾオオカミの捕獲者には賞金を付与して捕獲を奨励したことにより、急速に生息数を減らし 

た。全道に広く分布し、明治時代に入ってから短期間の内に多く捕獲された割には、現存するエ 

ゾオオカミの剥製や骨標本はきわめて少ない。明治20年代初めにエゾオオカミに関する報道 

が少なくなるにつれて、エゾオオカミに対する関心が薄れ、学術的な研究がほとんどなされな 

いまま、今日にいたっている。 

 一方、ニホンオオカミに関しては、各地に民話や逸話が多く残されており、古文書等にも記載 

が多い。ニホンオオカミは、明治38年に奈良県東吉野村鷲家口にて捕獲された若獣を最後に 

その後の生息は確認されていない。現存するニホンオオカミの剥製標本は、国立科学博物館、 

東京大学農学部、和歌山県立自然博物館（和歌山大学から寄贈）、ライデン国立自然史博物館 

に保管されている4体であり、国立科学博物館の剥製標本は、常設展示されていることから、 

いつでもその姿をみることができる。4体の剥製標本の中でも、ライデン国立自然史博物館に 

保管されているニホンオオカミの標本は、江戸時代に日本に滞在したシーボルト（P.F.von  

Siebold:1796-1866）が大阪の動物商から購入したものとされ、シーボルトコレクションとして大 

切に保管されている。シーボルトが持ち帰ったニホンオオカミの標本は、当時、ライデン博物館 

館長であったテミング(C.J.Temminck:1778-1858)により研究され、「日本動物誌」に発表されて、 

オオカミの新種として Canis lupus hodophilaxという学名がつけられて、ニホンオオカミのタイ 

プ標本となった〔2,3〕。こうした剥製標本とは別に、全国各地に頭骨やニホンオオカミの骨の一 



部を加工した民芸品（根付など）が、博物館や個人の所有品として保管されている。二ホンオオ 

カミの頭骨や根付は、古くから魔除けやお守りとして用いられており、特に頭骨は旧家の屋根 

裏に安置されて魔除けとして用いられてきた。しかし、完全形をとどめる頭骨は少なく、形態的 

な計測からだけでは、ニホンオオカミの分類学的な位置づけを正確に解明するまでにはいたっ 

ていない。また、資料によっては、「ヤマイヌ」と呼ばれるものもあり、ヤマイヌとニホンオオカミ 

がどの様に異なるのか混乱を招いていた。地域によっては、ニホンオオカミをヤマイヌと呼ん 

でいたのか、当時、ヤマイヌとニホンオオカミを意識的に区別していたのか、今となっては不明 

である。 

 

 私のオオカミに関する遺伝学的な解析のきっかけは、約 10年前、高知県仁淀村の旧家片岡家 

の屋根裏から発見された頭骨（図 1JW229）のＤＮＡ分析を依頼されたことに始まる。それまで遺 

跡から出土する古代犬の骨から残存遺伝子を分離し系統解析を行っていた実績から、ニホンオ 



オカミのミトコンドリアＤＮＡ（mtDNA）分析を頼まれた。頭骨は天保8年（1837年）に捕獲されたも 

ので、至近距離から銃で撃たれた弾痕が頭蓋骨に観察されるが、形とサイズとも一級品の資料 

であった〔4〕。本資料の分析を通じてニホンオオカミについていろいろと調べるうち、国内のニ 

ホンオオカミ骨標本はきわめて少なく、ＤＮＡ分析がほとんどなされていないばかりか分類学上 

の位置づけも不明である事が明らかとなった。この分析依頼をきっかけに、全国に散在するオ 

オカミの骨を訪ね歩いては骨粉を採取し、絶滅したオオカミのｍｔＤＮＡ分析を行ってきた。本誌 

では、これまでの分析結果を基に、絶滅した 2種類の日本のオオカミの遺伝学的系統について 

まとめてみた。 

  

日本日本日本日本のオオカミののオオカミののオオカミののオオカミの骨資料骨資料骨資料骨資料とととと形態的特徴形態的特徴形態的特徴形態的特徴 

     

 エゾオオカミに関しては、現在、北海道大学に頭骨が八雲産2サンプル、豊平産 1サンプル、 

白石サンプルの計4サンプルが保管されている。剥製標本となった豊平産（雌：9890）と白石産 

（雄：9889）の頭骨の計測結果を表 1に示した。雄の計測値は一般に雌よりは大きく、表 1に挙げ 

た東京大学総合研究博物館に保管されている長谷部コレクション（茂原信生：東京大学総合研 

究資料館所蔵長谷部言人博士収集犬動物資料カタログ、標本資料報告代 13号、1986年）のタ 

イリクオオカミ及びチョウセンオオカミと比較すると、タイリクオオカミに近い計測値を示した。 

表 1に示したエゾオオカミの計測値は、平岩氏が記している大英博物館所蔵のエゾオオカミの 

計測値ときわめて近い〔2〕。分析すべき頭骨の資料が限られていること、また、これまでに記録 

されている計測記録が乏しく、北海道の生息地における個体差については詳述できないが、エ 

ゾオオカミは、タイリクオオカミにきわめて近い形態を有していたといえる。 



 

 ニホンオオカミの頭蓋骨と下顎骨の計測結果は、これまで数人の研究者によりなされている 

〔宮本典子、牧 岩男：ニホンオオカミ剥製標本の改作と新しくとりだされた頭骨について、和 

歌山大学教育学部紀要 自然科学、32, 9－16（1983）；小原 巌：神奈川県厚木市および愛甲郡 

清川村の民家に保管されているニホンオオカミの頭骨、神奈川自然誌資料、11、53－56（1990）； 

植月 学：甲州周辺における狼信仰－笛吹市御坂町に伝わるニホンオオカミ頭骨をめぐって－、 

山梨県立博物館研究紀要、2、11－26（2008）〕。ニホンオオカミの形態計測を行う際、注意しな 

ければならない点は、犬との区別である。ニホンオオカミ骨の形態的研究の多くが、犬骨との 

識別に細心の注意を払っている。エゾオオカミと異なりニホンオオカミは、形態的に小さいこ 

とから、幼獣ともなると日本在来犬との区別がきわめて難しい。これまでの研究で、ニホンオオ 

カミの頭骨の特徴としては、①頭蓋骨最大長は日本の大型犬である秋田犬より大きい、②外矢 

状稜が良く発達している、③顎段（ストップ）が浅い、④比較的吻部は短く幅広い、⑤前翼孔が2 



個にわかれている、⑥下顎の第 1永久歯（Ｍ1）が比較的大きい、があげられている〔3、5、6〕。こ 

こにあげた6つの特徴もニホンオオカミ特有のものではなく、犬にも観察されている。生息域 

によるニホンオオカミの個体差を考慮し、本州、四国、九州で捕獲された頭骨を分析した（表 1）。 

完全体の頭骨はきわめて少なく、部分的に破損していたり、弾丸痕があったり、あるいは、乾燥 

した肉片が付いていたりして十分な計測値を得られていない。解析したニホンオオカミの頭骨 

の中でも、高知産のＪＷ229 と国立科学博物館所蔵のＪＷ239は、保存状態もよく、上記ニホンオ 

オカミの形態的特徴をよく維持している。形態的な計測に良く引用される和歌山自然博物館所 

蔵のオオカミや国立科学博物館所蔵のＭ100（福島産、雄）〔10〕の頭蓋骨最大長に比べて、高知 

産ＪＷ229は、最も大きなニホンオオカミであったといえる。ニホンオオカミの頭骨の計測値は、 

表 1に参考に挙げたチョウセンオオカミＷolf252 のものに近いが、容姿や体型は異なっている 

〔12〕。 

 考古遺跡の中からもニホンオオカミの頭骨は出土している（直良信夫コレクション目録、国立 

歴史民俗博物館資料目録7,2008年）。長谷部コレクションの中にも縄文時代の遺跡から出土し 

た骨でニホンオオカミと同定されている骨が数体存在する。その中には、現在の計測値基準か 

らしてニホンオオカミから外れるものも存在する。また、旧石器時代の遺跡とされる葛生遺跡 

（栃木県安蘇郡葛生町）から葛生オオカミと呼ばれる大型の下顎骨が出土している。形態的に 

はニホンオオカミとは異なり大陸系のオオカミに近い。さらに、縄文早期と思われる佐川洞穴 

（高知県高岡郡佐川町）からは佐川オオカミとよばれる下顎骨が出土している。佐川オオカミ 

は形態的にもニホンオオカミの計測値に近いことからニホンオオカミではないかと考えられる。 

つまり、エゾオオカミは形態的な計測から大陸系のオオカミに分類されるのに比べて、ニホン 

オオカミは、タイリクオオカミと犬との中間に位置している。 



  

            日本日本日本日本のオオカミののオオカミののオオカミののオオカミの古古古古 mtDNAmtDNAmtDNAmtDNA 分析分析分析分析 

     

    遺跡から出土した古代骨より残存する遺伝子を増幅・精製して、その遺伝子配列を解析する 

ことを可能にしたのは、ポリメラーゼ連鎖反応（PCR）手法の発見のおかげである。日本で最初 

に古代骨より mtDNA を増幅して分析したのは、当時、国立遺伝学研究所に所属していた宝来 聡 

博士である。〔13〕。宝来氏は、縄文時代の人骨（浦和一号）より mtDNAのコントロール領域（Dル 

ープ領域）を増幅し、現生人の塩基配列と比較して古代人の系統や由来を解析した。数年遅れ 

て、我々のグループは現生犬のmtDNAのデーターベースを構築後〔14〕、縄文時代や弥生時代 

の遺跡から出土した古代犬のmtDNA分析を行った〔15-17〕。また,Ｖila ら〔18〕は現生のオオカミ 

162 頭と犬 140頭のmtDNA分析結果を基に、犬はオオカミから家畜化された動物であり、犬とオ 

オカミを明確に区別する事は困難であると報告した。その後、Ｌeonard ら〔19〕は、新大陸（南北 

アメリカ大陸）に生息していた古代犬は、モンゴロイドが最終氷期にベーリング海を越えた際、持 

ち込んだユーラシア大陸由来の犬であり、アメリカ大陸に生息していたハイイロオオカミを家 

畜化したものではないことを、古代遺跡から出土した犬骨のmtDNA解析から明らかにした。 

 エゾオオカミに関しては、北海道大学に保管されている 2体の剥製標本の四肢骨から骨粉を 

採取し、mtDNA コントロール領域751bp を増幅して解析した〔12〕。2体とも塩基配列は、同一であ 

り、ジーンバンクに登録されているオオカミの塩基配列とホモロジー検索をした結果、カナダの 

ユーコン地方のハイイロオオカミと塩基配列が完全に一致した。系統解析を行った結果におい 

ても、エゾオオカミは、アジアとアメリカ大陸に生息するハイイロオオカミのグループに位置し、 

特にアジア大陸のオオカミに近いことが明らかとなった〔図 2〕。オオカミは氷河期に氷結した 



ベーリング海を越えてユーラシア大陸とアメリカ大陸を行き来していたことが推測される。エ 

ゾオオカミがカナダのユーコン地方のハイイロオオカミと遺伝的に同じであることは、同じよ 

うな遺伝的背景を有するオオカミが両大陸に生息していることを示している。当然、北海道の 

エゾオオカミはユーラシア大陸からサハリンを経由して渡来した系統であることは明らかであ 

る。 

 

 ニホンオオカミに関しては、形態的にニホンオオカミと同定された8サンプルに関して骨粉 

を採取して、mtDNAのコントロール領域約600bp を増幅し、これまで報告されている犬及びオオ 

カミの配列と比較した。高知県産の検体（ＪＷ229）と広島産の検体（ＪＷ257）の配列は同一であ 

ったが、その他の検体に関しては少しずつ塩基配列が異なっていた〔20〕。 

ジーンバンクに登録されている犬及びオオカミのmtDNA相同姓検索では、ニホンオオカミと同 

じ mtDNA配列を示すオオカミ及び犬は検出されなかった。mtDNAの一部を増幅できなかった愛 



媛産の検体を除いて、7検体のニホンオオカミのmtDNA と犬（78サンプル）とオオカミ（27サン 

プル）を用いて、系統解析を行った。その結果の略図を図2に示した。この系統図から、①ニホン 

オオカミ由来のmtDNAは、一つにまとまって単系統を形成すること、②ニホンオオカミのクラス 

ターには大陸系のオオカミは含まれないこと、③遺伝的に近い犬のサンプルとして紀州犬 1頭 

とシベリアン・ハスキー犬 1頭のmtDNAが含まれること、が明らかとなった。紀州犬と近いmtDNA 

配列を有するニホンオオカミは、国立科学博物館所蔵の下額骨（ＪＷ237）であり、mtDNA コント 

ロール領域内に8塩基の特定的な欠失部位が存在した〔20〕。ニホンオオカミと遺伝的相同姓 

を解析した犬のデーターベースは 600頭を越えるものであり、相同姓を示した紀州犬及びシベ 

リアン・ハスキー犬とも 1頭ずつの配列は、犬としては特異な配列であり、決してこの 2種類の犬 

種がニホンオオカミに遺伝的に近いことを示すものではない。今回の解析で得られたmtDNA 

の系統解析の結果は、日本に生息していたニホンオオカミが、大陸に生息するタイリクオオカミ 

やアメリカ大陸のハイイロオオカミとは離れた存在であり、孤立化した集団であることを示し 

ている。本州、四国、九州で捕獲されたニホンオオカミのmtDNA解析を行ったが、捕獲地域によ 

るニホンオオカミの集団間の遺伝的な差異は見られず、かなり均一な集団であったことが、遺 

伝的な解析から推測される。 

 形態的にニホンオオカミと同定した8検体とは別に、東京大学総合研究博物館に保管されて 

いた長谷部コレクションの中で、ニホンオオカミと明記された縄文時代の遺跡から出土した古 

代骨4サンプル（門前貝塚、蜆塚貝塚、大洞貝塚、杉田貝塚）と葛生オオカミ、佐川オオカミにつ 

いて古mtDNA分析を行った。しかし、mtDNA解析したこれらのサンプルから系統解析に必要な、 

600bp の mtDNA配列を増幅することができなかった。サンプルが出土した年代も古いことから、 

解析を可能とする残存遺伝子が古代骨に残っていなかった可能性が高い〔20〕。 



  

          ニホンオオカミとニホンオオカミとニホンオオカミとニホンオオカミと日本在来犬日本在来犬日本在来犬日本在来犬とのとのとのとの関関関関わりわりわりわり 

  

 オオカミから犬への家畜化に関しては、長い間議論されてきた。特に、犬の祖先はどのオオカ 

ミに由来するのか、また、どのように人為的な育種改良が加えられて今日見られるような多品 

種の犬へと進化したのか、など疑問となっていた。犬は4亜種のオオカミから由来下のではな 

いかと推測されたこともあった〔21〕。また、一時はジャッカルも犬の祖先と関係があるのでは 

ないかと考えられた。犬の祖先はオオカミであることは、明らかであるものの、オオカミのどの 

亜種に由来するかはいまだ明らかになっていない。世界各地に生息する現生犬のmtDNAの解 

析結果から、犬の家畜化は東アジアでなされたのではないかと推察されたが、確定にはいたっ 

ていない〔22〕。犬の家畜化の時期は、遺跡より出土した考古遺物の年代測定から約 15,000年 

前とされているが、家畜化の場所と時期については明らかではない。今日では、犬を分類学上 

オオカミの種内に位置づけて、Canis lupus familiaris (dog)と表記している。 

 日本在来犬の由来や成立過程に関しては、田名部氏〔23,24〕により詳しく解析されている。 

それによると、現存する日本在来犬は、縄文 

時代に飼育されていた縄文犬と弥生時代に 

なり渡来系弥生人によりもたらされた弥生 

犬が交雑して基礎が築かれた。また、遺跡か 

ら出土する古代犬の形態的な計測から、茂 

原氏〔25,26〕は、縄文時代の遺跡からの縄文 

犬と弥生時代の遺跡からの弥生犬とでは体 



型的に異なり、大型化したことを示している。また、遺跡から出土した古代犬のmtDNA を解析した 

奥村らは、縄文時代から弥生時代の古代犬には、東日本と西日本でmtDNAのハブロタイプに違い 

があり、古代犬の地域的な分布に 2重構造が存在することを証明している〔15,16〕。その後、中世 

に入り大型犬種が海外から日本に持ち込まれることにより、日本在来犬は体型を徐々に変化させ 

たのではないかと推測している〔25〕。海外からの他犬種の導入は、明治時代以降に加速化し、今 

日の在来犬が形成されたものと考えられる。こうした状況の中、日本在来犬とニホンオオカミの 

間で遺伝的な交雑が起きた可能性は十分に考えられるが、そのことを明確に示すデーターや証 

拠は何も見つかっていない〔27〕。骨の大きさから予想される縄文犬、弥生犬、ニホンオオカミ、エ 

ゾオオカミの体型モデルを図3に示した。ニホンオオカミ（体高：56～58ｃｍ）は、縄文犬（体高：約 

38ｃｍ）や弥生犬（体高：約 47ｃｍ）に比べて大きいが、エゾオオカミ（体高：70～80ｃｍ）からみると 

はるかに小さい。今日まで解析した犬の中で、ニホンオオカミの単系統の系統樹の中に位置した 

犬は、上述した紀州犬とシベリアン・ハスキー犬のみである。紀州犬に関しては、8塩基の特異的な 

欠失がニホンオオカミ（ＪＷ237）に観察されたこと、その他の塩基置換がニホンオオカミに共通し 

ていたことがあげられる〔20,27〕。ニホンオオカミとほぼ同じmtDNAを有した紀州犬が、ニホンオ 

オカミより遺伝的な血を引いた個体であったかどうかは、mtDNAの一部の結果からは到底推測で 

きるものではない。mtDNAは母系遺伝することから、母系を引き継いでいたことも考えられる。昔 

から、紀州犬はニホンオオカミの血を引いていると地元では伝承されていると聞くが、真実は定 

かではない。一方、シベリアン・ハスキー犬の中にもニホンオオカミと同じ系統を有する個体が存 

在したことは、十分に考えられることである。基本的には、ニホンオオカミはタイリクオオカミ由 

来であり、その血をニホンオオカミと一部の、シベリアン・ハスキーが引き継いでいたのかもしれ 

ない。絶滅したニホンオオカミに遺伝的に近い犬２頭が検出されたことは、ニホンオオカミと日本 



在来犬との交配や遺伝的な系譜を考える上で興味深い。 

  

          日本日本日本日本のオオカミののオオカミののオオカミののオオカミの渡来時期渡来時期渡来時期渡来時期 

     

    日本のオオカミがユーラシア大陸からいつごろ日本に渡ってきたのかを知ることは、興味の 

ある課題である。エゾオオカミに関しては、体系や骨の形態的な特徴及びmtDNA解析から、北 

海道に渡来したのは、それほど古くないのではないかと思われる。正確に渡来時期を予測する 

ことは遺伝的にも、また生物地理学的にも困難なものがある。カナダのユーコン地方で同じ 

mtDNA を有するハイイロオオカミが見つかっていることを根拠に少し大胆に推測してみると、 

ベーリング海やユーラシア大陸―サハリンー北海道が氷結して繋がった最終氷期（１７，０００～２ 

２，０００年前）が最も妥当な渡来時期かと思われる。サハリンと北海道は最終氷期に氷結して繋 

がっても、北海道と本州を隔てる津軽海峡は、完全に繋がらなかったと考えられていることか 

ら、エゾオオカミの分布は北海道に留まり、本州までには広がらなかったのではないかと思わ 

れる。いずれにしても、人の移動も含めて最終氷期での動物の移動は、きわめて広範囲に起き 

たことが推測される。 

 ニホンオオカミはエゾオオカミに比べて、形態的な特徴からして日本への渡来時期は古い 

のではないかと思われる。ニホンオオカミもユーラシア大陸由来のタイリクオオカミから派生 

した地方集団と考えて、島に閉じ込められて体型が小型化した島嶼化集団と推測するとわかりや 

すい（図 3）。また、ニホンオオカミの分布域が、本州、四国、九州であり、各地で捕獲された個体 

において遺伝的な変異も小さいことから、日本に渡来したニホンオオカミの集団は小規模であ 

ったか、あるいは集団の渡来回数は、限られたものであった可能性が高い。つまりニホンオオカ 



ミの遺伝的な多様性の欠如は、渡来集団の規模の小ささを反映していると思われる。したがっ 

て、ニホンオオカミの日本への渡来時期は古く、朝鮮半島と日本が陸続きであった時代や氷結 

により渡来可能な時期であったことを考慮すると、約１３万年前位までさかのぼるのではない 

かと思われる。そのころは、瀬戸内海は陸地であり、九州、四国、本州を自由に往来できたのか 

もしれない。また、一方でニホンオオカミの祖先をタイリクオオカミの一集団と考えた場合、ニ 

ホンオオカミと同じ配列のタイリクオオカミがユーラシア大陸に生存していても不思議ではな 

いが、残念ながら、ニホンオオカミの単系統のクラスターに入るタイリクオオカミは見つかって 

いない。今後、朝鮮半島や台湾などユーラシア大陸の島嶼部で、ニホンオオカミと同じ系統を 

示すタイリクオオカミの依存種がいないか調査してみたいものである。絶滅したエゾオオカミ 

及びニホンオオカミのmtDNAの全領域配列について、私達はすでに解析を終えており、mtDNA 

全体からみた日本のオオカミの分子系統に関して明らかにできるのもそう遠くないと考えてい 

る。 

  

              おおおお    わわわわ    りりりり    にににに 

     

 絶滅した日本の２種類のオオカミに関して、形態的な特徴と遺伝的な系統についてこれまで 

得られている成績をもとに記述してきた。ニホンオオカミの遺伝的解析は、唯一、毛皮からアメ 

ロジェニン遺伝子の増幅に成功した報告があるのみで、絶滅した動物からの遺伝子解析は、き 

わめて難しいことを示している〔２８〕。絶滅した動物の骨に残る遺伝子解析は、当時の個体を直 

接的に解析できる点で有効である。本誌で紹介した日本の絶滅したオオカミの古ＤＮＡ分析は、 

母系遺伝する mtDNAの解析のみであり、核遺伝子については、今後の課題である。絶滅したオ 



オカミをできるだけ詳しく復元して、その遺伝的な背景を知りたいものと思い解析を開始した 

が、いまだ全体像を復元するまでにはいたっていない。２種類の絶滅したオオカミの解析中、絶 

えず感じたことは、「惜しい動物を失ったな！」という後悔の念であった。 

 絶滅したオオカミの遺伝的な解析を始めて、全国の動物愛好家や一般の市民の方から、ＤＮ 

Ａ分析の依頼を受けることが多くなった。その中には、ニホンオオカミが今でもどこかに生 

息しているのではないかと野山や深山を散策し、採取した骨や毛根を送られてこられる収集家 

や民間の研究者の方も多くおられる。そうした要望に対してできるだけ科学的に応えるように 

しているが、解析させていただいた資料のほとんどは、犬のケースが多い。依頼した方は、さぞ 

かしがっかりされているのではないかと推察している。ニホンオオカミに関しては、数年おきに 

マスコミ等で取り上げられて、ニホンオオカミの生存を目撃した情報が話題となるが、明治３８ 

年以降ニホンオオカミの生体は今日まで確認されていない。 

 平岩氏は名著「狼―その生態と歴史―」の中で、「日本狼の正しい記録の整理こそ、日本人の 

手に課せられた重大な責務である」と述べられている〔2〕。１００年あまりの間、私達は失った動 

物たちの分類学上の位置や遺伝的背景を明らかにしないまま放置してきた。分析手法の進歩に 

伴い、これまで解析できなかったことが解明され、不明であったことが明らかになりつつある。 

歴史的な事実を絶えず正確に認識し絶滅した動物の想いを次世代に繋げたいものである。 
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